
   「白から紅
あか

へ」――  シンボル  「紅花先染め振袖」制作    　

山形県市町村広報コンクール

特選・入選一席
　県内の市町村が発行、
発表した広報媒体（広報紙、
ホームページ、写真、映
像、広報企画）を対象とし
た「山形県市町村広報コンクール」の審査結果が発表され、「広報しらたか」
11月号の表紙が組み写真の部で特選に選ばれ、全国広報コンクールへ推
薦されました。また、「広報しらたか」８月号が広報紙の部・町村部で入選
１席に選ばれました。
　取材にご協力いただいた皆様、本当にありがとうございました。今後も、
読みやすく、親しみを持っていただける広報紙を目指してまいりますので、
皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
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をつくる町」事業 加速
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取
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。
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１．蚕桑小学校で毎年行われている蚕の飼育。幼虫から繭になるまで大事に
育てる児童たち　２．「しらたか天蚕の会」の皆さんが、繭一つひとつから手
作業で糸を繰る　３．町内産の紅餅を使い、真っ白な絹糸が鮮やかな紅色に
なるまで染めの作業を繰り返す（小松織物工房・十王）

か
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く
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。
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